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料

擁
波
　
士
　
箸

．
主
権
論
」

に
　
就
　
い

て

（
矧
襲
謝
羅
）

戸

鞠

雅

彦

（姐）

　
明
治
の
中
期
殊
に
憲
法
酸
布
前
に
於
る
就
禽
思
想
の
主
流
は
、
就
に
當
時
か
ら
十
蝕
聯
を
綴
遡
せ
る
「
維
新
革
命
』
に
縫
魑
で
駿
農

を
始
め
た
新
就
會
蓮
設
巡
程
の
特
質
と
學
問
に
よ
る
灘
會
啓
蒙
の
二
重
の
意
昧
に
墓
く
必
然
的
激
動
陶
と
し
《
、
未
だ
臥
米
先
進
思
惣

の
翻
闘
謬
圏
か
ら
鍋
㎜
離
す
る
の
槻
禽
を
も
た
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
継
「
新
を
前
後
に
し
て
磯
が
売
蝿
思
想
家
達
鵜
よ
惨
洋
纏
Ψ
の
群
書

の
な
か
亀
ら
探
握
さ
れ
、
翻
灘
著
く
は
翻
案
さ
れ
て
世
聞
に
流
布
さ
れ
た
西
洋
思
想
は
、
そ
の
飼
れ
も
凡
で
部
『
革
命
』
後
に
於
る
こ

の
刷
の
条
完
成
な
敢
會
機
樽
を
売
足
す
る
歴
史
的
役
割
を
事
實
上
に
果
し
た
最
も
大
鳶
な
隙
動
力
噂
あ
つ
海
と
冒
つ
て
よ
か
ら
う
舜
勿

諭
ヒ
れ
ら
泰
西
思
葱
の
載
る
も
の
纏
偶
然
の
機
愈
に
と
砂
あ
げ
ら
れ
た
も
の
も
多
々
あ
ら
う
が
、
併
し
結
渠
か
ら
観
れ
ぱ
そ
れ
ら
は
賞

　
　
　
　
　
鱒
主
権
諭
も
に
貌
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
二



（戯の

　
　
　
　
　
｝
虫
鍵
論
』
K
就
恥
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貿
晶
呂

薗
の
紙
會
的
、
経
済
的
、
政
治
的
嬰
求
の
何
れ
か
に
適
感
す
る
も
の
で
あ
つ
た
の
は
確
か
で
あ
る
噛
殊
に
商
梁
賢
毒
と
大
土
地
欄
に
立

脚
す
る
、
従
つ
て
又
強
力
な
る
巾
央
集
繊
的
政
治
敵
會
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
差
詰
め
の
大
逡
な
必
要
の
た
め
に
、
當
時
移
入
さ
れ
た
書

物
壮
懲
然
多
く
自
由
圭
義
的
な
政
治
、
綴
濟
欝
に
偏
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
思
想
は
明
瞭
に
泰
爾
賭
國
綻
於
る
プ
ル
爵
留
ア
融
曹
理
論
の

嚢
撞
と
慶
蓬
を
昏
か
な
り
忠
貴
に
跡
づ
け
得
る
程
の
も
の
で
あ
つ
た
。
た
讐
、
古
典
か
ら
膿
囎
し
吟
瞭
し
て
掛
か
る
だ
甘
の
飴
鰻
と
馬

意
を
持
ち
合
は
せ
得
な
か
つ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
結
局
経
濟
學
、
政
治
學
と
も
に
興
理
輸
腿
系
を
明
治
の
申
鰯
獄
後
の
思
索
と
努
力
忙

侠
瀧
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
の
は
冒
ふ
ま
で
も
な
》
。
か
や
う
に
し
て
、
こ
れ
ら
麟
灘
欝
の
姦
く
は
翼
撰
撫
の
態
度
と
寳
際
上
の
効
果
に

於
て
饒
に
醤
時
の
匪
會
諸
條
件
の
特
殊
性
に
愛
嘗
す
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
更
に
吾
鳶
は
岬
歩
蟷
め
て
そ
れ
ら
の
諸
思
懇
が
翠
な
る
外

來
思
想
の
原
態
の
患
ム
に
絡
止
し
た
も
の
で
は
な
く
、
其
後
の
典
憲
若
く
は
立
憲
刷
優
に
霧
大
の
影
響
と
理
論
的
基
礎
を
陽
輿
す
る
に

至
つ
た
事
賓
を
も
吾
々
は
肯
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
“
o
即
ち
明
治
初
期
、
中
期
の
虫
海
馬
顧
會
思
想
は
凶
面
移
諜
思
憩
と
し
で
の
牲

楮
を
有
す
る
と
同
時
に
不
断
に
日
本
恩
想
と
し
て
の
髄
展
的
一
元
化
が
周
到
に
意
識
的
に
行
は
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

　
十
七
世
紀
に
於
る
莫
國
の
敷
哲
家
ト
マ
ス
・
ホ
，
ブ
ス
（
一
五
八
八
ー
＝
ハ
七
九
〉
の
政
漕
麟
読
の
』
鰍
漸
片
が
斯
る
特
殊
激
馳
會
駅

態
の
下
に
我
が
一
般
思
想
界
に
紹
介
凄
れ
た
の
は
、
恰
か
も
明
治
＋
六
年
七
月
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
傘
ッ
ブ
ス
の
原
著
「
リ
ヅ
ィ
ア
サ

ン
、
宗
敦
的
及
び
市
民
的
コ
モ
ン
ウ
晶
ル
ス
の
實
質
、
形
態
及
び
構
力
』
（
初
版
↓
六
錠
凶
舘
第
圃
簾
、
人
間
に
就
恥
ざ
、
箋
剛
麗
ヨ
鰻
ン

，
呂
ル
ス
に
就
い
～
、
釜
一
爾
．
基
費
敏
罰
モ
ン
ゥ
呂
ル
ス
に
就
い
～
、
第
四
篤
．
暗
黒
の
毘
劉
に
就
い
ぎ
の
四
部
か
ら
成
る
）
の
第
二
篇
の
中

の
九
章
が
本
稿
の
表
題
に
示
し
た
や
う
に
、
英
國
學
士
梯
波
士
著
「
主
権
論
」
と
し
て
交
部
雀
編
輯
局
か
ら
抄
灘
の
形
式
で
禺
版
さ
れ

た
の
が
即
ち
轟
で
薯
。
講
雰
叢
潅
簿
の
文
藩
鷺
覆
（
断
麟
継
棚
欝
越
嚢
墓
藷
響
と
し
蔓

部
少
輔
九
鬼
隆
輔
民
の
序
文
が
附
さ
れ
て
ゐ
る
o
ま
づ
本
書
に
課
出
さ
れ
た
諸
章
を
原
著
の
そ
れ
に
相
鴬
す
る
部
分
に
封
照
し
て
見
れ



（4玉9）

ぼ
ー

　
『
肚
會
ノ
起
ル
所
以
丼
昌
其
何
物
タ
ル
ヲ
論
ズ
し
（
原
著
。
身
・
矯
・
O
h
窪
。
O
讐
㎝
窒
蔚
冨
雛
ぎ
詳
磐
恥
O
匿
蝕
畠
§
鼠
讐
⇔
自
8

旨
8
議
琶
夢
）

　
『
制
度
昌
由
テ
成
立
シ
タ
ル
主
横
奢
ノ
檬
ヲ
論
ズ
』
（
原
著
畠
ダ
詰
喀
O
h
由
冨
図
蒔
げ
岱
鼠
怜
冨
騎
亀
窪
畿
磐
窃
冨
ぼ
畳
慧
鼠
葺
・
）

　
「
制
度
昌
由
テ
成
立
シ
ク
ル
弛
會
ノ
種
類
及
ど
主
構
ノ
相
綾
ヲ
論
ズ
し
（
原
著
。
9
」
沖
O
胤
器
器
麺
一
閃
旨
酔
鼠
9
目
謹
8
誰
巴
3

ご
同
一
g
鑑
β
葺
8
”
鎧
島
o
楠
ω
縄
8
毬
臥
8
8
静
o
ω
o
お
謬
蒔
眉
閲
o
毛
窪
・
）

　
「
父
組
及
ビ
寓
制
ノ
構
カ
ヲ
論
ズ
」
（
魔
箸
．
9
・
N
P
O
h
U
o
目
『
ぎ
シ
如
暮
¢
旨
匙
器
島
O
窃
饗
躍
9
鐸
）

　
、
國
民
ノ
自
由
ヲ
論
ズ
」
（
原
警
・
9
一
謹
．
O
h
跨
o
＝
冨
暮
団
9
望
げ
甘
番
。
）

　
『
公
務
宰
臣
ヲ
論
ズ
」
（
原
薯
●
6
F
鱒
鯉
O
h
鼻
O
唱
彪
げ
匡
Ω
駕
ぎ
鍵
8
謎
亀
ロo
o
く
霞
色
窄
、

　
、
肚
會
榮
養
物
ヲ
論
ズ
し
（
原
著
●
9
・
吋
野
O
胤
管
O
乞
β
葺
饗
ざ
β
”
昌
血
憎
3
R
8
昌
O
麟
O
暁
鱒
∩
0
9
饗
O
竪
器
匙
旨
．
）

　
『
砒
會
ヲ
壌
敗
ス
ペ
ギ
諸
原
因
ヲ
論
ズ
」
（
原
著
o
n
劉
N
P
O
h
昏
O
鴇
浮
冒
晦
㎝
爵
馨
婿
＄
脚
O
劃
禽
盆
闘
島
ざ
爵
②
U
凶
器
O
一
9
一
8
亀

麟
O
o
目
B
g
｛
雷
一
爵
・
）

　
、
皐
櫓
者
ノ
職
分
ヲ
論
ズ
』
（
原
著
●
9
・
ω
9
0
断
昏
の
O
強
8
亀
夢
O
ひ
O
〈
O
器
茜
5
器
嘆
鵬
窪
欝
銘
（
窪
6
）

の
如
く
で
あ
る
o

　
い
ま
該
課
書
「
主
権
論
」
を
ホ
，
プ
ス
の
原
著
に
彼
れ
此
れ
比
較
一
瞥
す
る
に
、
内
容
の
大
意
勧
曲
解
に
至
ら
し
め
な
い
程
度
で
各

章
何
れ
も
逐
語
課
を
避
け
、
か
な
り
極
端
に
時
代
趣
味
が
か
つ
た
交
語
課
を
な
し
て
ゐ
る
こ
と
撃
蜘
れ
る
o
併
し
、
今
ほ
に
於
で
さ
へ
㌔

翻
課
捜
巧
の
上
で
や
、
困
難
な
も
の
と
さ
れ
、
叉
英
國
の
政
経
學
者
詔
ー
ル
等
も
其
著
『
政
治
學
と
丈
學
し
（
唱
＆
野
鴇
銭
諏
齢
霞
騨
露
峯

　
　
　
　
　
『
主
纏
噛
』
に
蕊
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
蓋



（盤0）

　
　
　
　
　
噴
主
纏
諭
』
に
麓
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽
三
四

這
毬
）
の
中
で
指
摘
し
て
ゐ
る
や
う
に
、
何
れ
か
と
醤
へ
ぱ
ホ
，
プ
ス
一
流
の
文
章
論
か
ら
す
為
総
理
の
綿
密
周
到
さ
の
た
め
に
、
や

』
も
す
れ
ぱ
其
の
修
欝
前
な
あ
や
と
ゆ
と
り
の
多
く
を
炎
つ
て
ゐ
る
「
サ
ゾ
ィ
ア
サ
ン
』
を
漁
謙
に
過
ぎ
る
と
は
書
へ
、
蕾
羅
政
治
學

的
名
欝
の
杜
撰
．
不
統
哺
と
数
箇
斯
の
齪
謁
を
省
い
て
は
大
遜
な
き
程
に
記
蓮
し
て
ゐ
る
こ
と
は
、
興
嘗
時
の
學
間
の
承
準
か
ら
騰
め

れ
ぱ
相
當
な
出
來
榮
と
さ
れ
得
や
う
o
い
ま
典
交
章
形
式
に
關
す
る
批
剰
の
詳
細
は
他
の
機
會
紙
醜
る
と
し
て
、
荘
に
は
「
主
櫨
論
』

公
刃
の
風
値
と
典
思
想
的
系
累
に
就
い
て
些
か
解
論
を
し
て
見
や
う
と
思
ふ
。

　
更
め
宅
荘
に
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
、
維
新
革
命
直
後
に
於
る
就
會
思
懇
の
中
心
勢
力
を
な
し
た
も
の
は
、
近
畳
的
な
融
會
政
治
機

箒
に
は
凡
そ
適
は
し
く
な
い
解
濯
麟
的
漢
麟
、
浪
曼
的
な
國
學
思
想
に
い
ま
や
と
つ
て
代
つ
て
、
自
由
鐵
櫨
の
理
設
を
振
ゆ
か
ざ
し
距

英
國
流
か
」
さ
も
な
け
れ
ぱ
佛
國
流
の
國
家
諭
で
あ
つ
た
o
併
し
、
鶴
に
明
治
＋
菰
六
年
⑳
畷
に
醸
こ
の
異
國
漉
の
自
由
主
義
の
諸
蓮

動
も
漸
亭
ぐ
に
其
時
僅
的
役
割
の
渉
く
を
兜
行
し
て
、
再
ぴ
組
國
日
本
の
文
化
観
念
な
り
、
騰
綴
欄
念
の
再
認
識
が
或
融
會
騰
か
ら
強

く
要
講
さ
れ
や
う
と
す
る
世
態
に
傾
い
て
ゐ
た
の
で
あ
る
o
併
し
、
其
理
論
上
の
根
櫨
は
依
然
と
し
て
外
國
思
想
に
求
め
ざ
る
を
碍
な

い
憾
勢
に
在
つ
た
の
ば
欝
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
』
に
於
て
世
間
の
一
部
特
に
專
制
裾
司
の
就
禽
か
ら
、
斯
謂
官
僚
イ
デ
オ
ロ
ギ
霜
と
し

て
蓮
へ
ら
れ
た
も
の
は
比
較
的
に
我
圃
の
償
習
な
り
、
傳
統
に
類
近
す
る
も
の
を
有
す
る
猫
逸
麟
淡
の
國
家
電
義
で
あ
つ
た
o
ζ
れ
は

英
國
的
自
由
主
義
の
模
倣
時
代
か
ら
獅
逸
的
圃
家
主
義
の
讃
美
時
代
に
薩
會
が
韓
向
せ
ん
と
す
る
壼
つ
か
け
を
霞
ら
形
邉
る
こ
と
ふ
な

つ
葱
黛
こ
の
新
勢
力
は
「
十
五
年
の
滋
搬
網
璽
」
と
し
て
有
名
な
當
時
最
大
の
危
機
を
旺
胎
せ
る
國
髄
間
題
を
経
遍
し
、
や
が
て
圓
縫

に
迫
つ
た
立
憲
制
度
の
實
施
に
封
す
る
官
僚
側
の
指
導
的
原
理
の
前
提
を
示
す
も
の
で
あ
つ
た
。

　
併
し
叛
が
ら
，
「
主
樒
論
』
公
則
の
＋
六
七
年
の
交
に
は
未
だ
完
全
な
る
肚
會
思
想
全
汎
の
叫
新
が
見
ら
れ
た
と
b
ふ
課
で
は
な
か
つ

た
。
そ
こ
に
は
藩
閥
政
府
の
聾
屡
に
封
す
る
民
幟
派
の
最
後
の
闘
塗
が
礎
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
肉
由
民
横
彊
化
の
肚
會
蓮
動
は
十
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四
年
か
ら
十
七
年
に
か
け
て
闘
曾
の
範
薗
を
輔
層
耀
大
し
、
趣
に
小
作
隷
農
、
都
市
ブ
ル
ジ
騨
ア
観
1
の
融
會
構
騰
に
よ
る
藩
閥
封
建

的
嬰
索
排
撃
の
暴
動
に
ま
で
進
展
し
た
の
で
あ
つ
之
o
之
に
封
し
政
府
ぱ
種
々
の
術
策
を
奔
し
て
軌
拗
な
慮
職
を
こ
』
ろ
轟
驚
o
ま
づ
、

斯
苓
事
態
は
佛
國
流
の
民
約
晩
の
立
鳩
か
ら
欽
定
憲
法
に
懐
疑
的
批
鵯
を
あ
へ
て
し
、
門
巖
欄
は
嗣
罠
に
在
り
、
醗
に
國
會
を
設
け
國
民

額
政
の
事
に
任
ず
る
の
後
、
主
擁
の
國
民
に
在
る
や
當
理
な
サ
』
と
し
て
樹
端
な
る
霊
櫨
在
毘
鋤
を
標
榜
せ
る
霞
由
窯
に
鍔
し
て
、
、
主

権
は
聚
皇
に
在
り
、
我
が
帝
國
の
園
髄
，
寓
世
に
亘
り
て
此
結
論
を
動
か
す
こ
と
能
は
ウ
」
と
虫
張
せ
る
嘗
路
執
政
の
御
用
欝
で
あ
つ

瀧
．
帝
政
繍
を
手
先
に
し
て
の
政
府
の
弾
塵
．
叉
所
謂
三
菱
問
題
に
策
し
て
の
自
由
、
改
懸
哨
繍
の
離
間
策
、
冒
論
重
腿
策
と
し
て
の
集

會
條
令
、
新
聞
條
令
の
實
施
，
蝋
大
、
警
硯
廃
の
蹴
人
政
客
の
言
行
監
覗
等
に
現
は
れ
た
o
併
し
、
政
府
の
斯
る
反
民
棲
涯
政
策
は
前

述
の
如
く
徒
ら
に
國
民
の
危
瞼
思
想
を
増
育
し
地
方
に
於
る
慷
慨
激
越
の
徒
を
し
て
暴
動
、
藩
閥
政
府
の
打
倒
、
大
臣
曙
殺
等
を
盗
て

さ
せ
る
に
至
つ
た
。
其
一
例
と
し
て
十
菰
年
八
月
の
緬
島
事
件
、
同
年
十
月
の
高
田
纂
件
簿
が
密
づ
そ
の
大
遊
な
も
の
と
し
て
暴
げ
ら

れ
る
o

　
か
や
与
に
し
て
、
常
時
の
國
家
霊
義
思
想
は
い
ま
だ
國
民
の
全
盟
意
思
に
根
差
す
馳
禽
蓮
動
費
は
な
く
、
封
建
士
流
階
級
の
自
d
防

衛
の
た
…
の
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
つ
た
に
遡
ぎ
な
い
。
併
し
、
漸
次
に
し
て
泰
西
の
國
家
竈
義
に
よ
つ
て
そ
れ
が
理
馳
的
に
量
竃
さ
れ

更
に
そ
れ
が
我
國
の
歴
史
と
國
腕
に
折
衷
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
戯
會
啓
蒙
の
恩
想
的
猫
自
性
を
有
す
る
に
董
つ
海
の
ぱ
爺
は
れ
な
“
。

之
を
要
す
為
に
、
ヒ
の
時
代
の
昆
備
醗
に
封
す
る
國
家
主
義
の
謝
立
は
畢
純
な
る
思
想
的
鮒
立
の
駅
熊
で
は
准
く
、
齪
に
薩
會
僚
理
と

し
て
は
貴
力
を
失
ひ
、
『
主
横
論
争
」
を
理
論
闘
雫
の
最
後
の
舞
盛
に
し
て
逡
に
暴
民
蓮
動
化
さ
れ
陀
前
者
に
封
す
る
後
者
の
思
憲
的
啓

豪
で
あ
り
㌧
爾
者
の
愛
協
、
折
衷
の
形
態
で
稜
農
し
た
の
で
あ
る
o
斯
る
爾
恩
憩
の
愛
協
的
纏
慶
は
ま
づ
最
初
に
智
僚
イ
デ
オ
ロ
ギ
路

の
撮
頭
の
中
に
見
ら
れ
、
こ
』
に
元
老
院
、
丈
部
省
あ
た
り
か
ら
・
サ
晶
警
、
バ
ー
ク
、
索
，
ブ
ス
簿
の
翻
家
主
義
的
學
論
解
鷹
版
紹
介

　
　
　
　
　
っ
主
穆
諭
』
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
三
五
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『
虫
雛
鎗
も
に
蕊
馳
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扁
三
六

さ
れ
る
段
取
り
と
な
つ
た
の
で
あ
る
の
、
霊
横
論
』
都
文
部
常
局
の
手
か
ら
、
蔚
魑
せ
る
や
弓
に
、
恰
か
も
民
権
論
と
國
構
論
と
の
折
衝

期
、
い
ひ
か
へ
れ
ぱ
、
英
鰯
的
思
憩
か
ら
猫
遙
的
怒
想
へ
の
韓
向
懸
程
に
際
禽
し
て
公
洲
婆
れ
た
振
い
ふ
菰
と
は
。
蜜
に
欝
面
の
大
問
顯

で
あ
つ
た
「
主
擁
論
孚
」
の
最
後
の
解
決
篤
大
い
膿
役
立
て
ん
と
す
る
紅
會
啓
蒙
の
韓
的
を
も
つ
驚
こ
さ
を
推
察
せ
し
め
る
と
と
も
鵜
、

そ
れ
は
一
面
に
ホ
，
ブ
ス
自
ら
の
患
葱
が
彼
ホ
㌘
プ
ス
の
時
代
に
憩
國
英
國
に
異
端
轍
磁
と
し
て
鰹
れ
ら
れ
す
、
更
に
今
目
鷹
蚕
る
藩

で
寧
ろ
異
嬬
凋
逸
に
多
く
の
窟
諭
麿
、
伺
轡
濤
、
研
究
家
を
も
つ
た
事
實
と
當
し
く
“
符
合
す
る
ホ
饗
プ
ス
の
患
憲
鰹
票
の
宿
命
と
冒
へ

や
う
o
（
「
主
権
論
争
」
忙
關
し
て
ぱ
、
憂
策
療
太
郎
編
「
民
構
家
必
護
主
構
論
纂
幅
明
漕
十
澱
年
州
。
傍
木
哲
衣
郎
編
「
主
櫻
論
」
明
漕

十
五
年
刊
、
喜
多
卿
秣
之
丞
編
『
圓
衆
霊
糠
論
纂
』
明
浩
十
五
年
刊
参
照
）

　
か
や
う
記
、
「
主
権
論
し
を
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
肚
會
思
想
の
動
陶
，
褻
展
と
醐
佼
き
せ
で
奪
へ
る
時
、
麗
書
添
特
に
「
主

櫨
論
与
叛
る
意
識
的
に
限
定
さ
れ
た
瑞
瀦
の
下
起
漣
窟
深
く
療
著
、
リ
ヴ
ィ
ア
サ
ン
し
か
ら
嚇
翻
の
如
く
講
章
簸
が
適
賞
に
取
捨
撰
鐸
さ

れ
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
と
は
角
自
ら
明
滑
融
禽
思
想
の
丈
献
的
研
究
に
と
つ
て
謝
の
興
難
あ
る
繰
麟
を
激
す
が
、
叉
こ
れ
ら
の
事
繕
は
明
ら

か
援
雪
時
の
翻
鐸
學
読
が
轍
入
國
の
時
代
と
敵
會
の
特
殊
性
と
の
額
關
及
び
制
約
峰
立
て
る
鶏
と
を
兜
分
鷹
爺
慶
す
る
繭
例
で
あ
る
，

　
以
上
に
蓮
ぺ
た
や
う
な
世
態
の
も
と
に
目
論
ま
れ
た
「
主
横
論
』
の
課
刊
が
、
リ
ヅ
ィ
ア
サ
ン
鉱
の
原
書
楡
入
と
問
時
に
着
乎
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
か
」
或
は
ミ
ル
、
p
ス
ペ
ン
サ
ー
等
の
原
警
と
共
に
ホ
ッ
プ
ス
の
諸
薯
添
嚥
束
維
噺
後
の
泰
断
學
衛
の
研
究
、
翻
諜
恩
懇

期
の
初
頭
に
翫
に
舶
來
し
て
ゐ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
適
確
に
認
定
す
る
謁
に
は
行
獅
激
恥
が
、
今
鍔
ま
で
鰹
者
の
閲
譲
し
た
限
夢

の
醤
時
の
丈
献
、
費
料
に
就
恥
て
鷲
騰
す
る
な
ら
ぱ
．
「
主
横
論
し
以
前
に
ホ
，
プ
ス
箪
醗
の
翻
、
繰
済
く
は
翻
案
に
類
す
る
も
の
在
る
を

見
な
．
恥
o
恐
ら
く
は
、
「
主
権
諭
』
の
聯
則
は
我
國
に
於
け
る
ホ
，
ブ
ス
の
最
勅
の
紹
介
で
あ
る
お
懸
へ
鴫
も
差
支
へ
な
恥
で
あ
ら
う
o

塾
ま
次
に
引
用
す
る
編
地
源
一
郎
の
鴨
虫
椴
諭
躰
し
に
關
す
る
途
懐
談
の
一
衡
は
，
嘗
時
の
餐
糊
の
有
鞭
者
に
は
未
だ
「
瞬
ゾ
ィ
ア
サ
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ン
し
が
未
知
の
書
物
で
あ
つ
た
こ
と
を
叢
蜜
し
て
ゐ
る
。

　
曰
く
．
「
君
桑
國
の
主
櫨
は
興
凋
裁
政
治
た
る
と
立
憲
政
治
た
る
と
に
論
な
く
主
権
は
常
に
射
叢
鵬
在
り
と
信
じ
た
れ
ぱ
偶
々
室
藤
問

題
の
起
砦
唇
混
撃
盆
し
慌
嵯
量
嚢
奮
べ
し
患
ひ
な
し
掲
護
允
や
裏
雫
藷
新
聞
軽
讐

走
ら
せ
文
を
重
ね
て
鍵
く
余
が
所
見
を
攻
撃
し
て
激
日
な
ら
ず
し
て
幾
ど
天
下
皆
敵
距
ゐ
の
歌
猫
を
示
し
た
り
」
。
「
然
れ
ど
も
余
は
鮎

羊
権
在
贈
主
醗
に
於
て
は
初
よ
り
深
く
心
に
信
じ
、
斯
の
如
て
な
ら
ざ
れ
ぱ
我
帝
國
の
婁
憂
を
不
窮
に
諜
る
可
か
ら
事
と
思
ひ
込
た
る

が
故
に
娩
然
と
し
て
論
難
の
衝
に
當
り
し
が
、
撮
外
邦
政
治
學
者
の
所
説
如
何
と
諸
轡
を
閲
し
て
以
て
戯
読
の
慮
援
愉
覚
め
た
る
に
淺

念
な
る
か
た
余
が
挙
素
徽
服
の
心
を
麗
竃
ぬ
る
英
米
鰭
大
家
の
読
は
概
皆
余
が
焼
読
と
異
な
り
却
り
て
反
封
の
論
趣
の
み
」
（
『
新
聞
紙

一
買
歴
し
ー
車
億
㎜
論
苦
験
の
纂
Y
ご
o

　
若
し
、
彼
騙
地
に
し
て
「
リ
ゾ
ィ
ア
サ
ご
の
一
書
を
入
手
参
考
す
る
の
機
會
鷹
憲
凄
れ
た
翫
ら
ぱ
。
得
鳶
橡
大
の
筆
可
く
自
詮
の

た
め
忙
援
用
す
る
所
が
あ
つ
た
で
あ
ら
う
し
。
有
名
な
「
論
争
』
も
面
自
い
・
局
面
の
艇
化
塗
見
せ
た
で
あ
ら
う
。
斯
く
て
「
主
構
論
」

は
其
公
刃
の
時
日
か
ら
す
れ
ぱ
寧
ろ
興
以
前
に
世
に
い
づ
べ
く
し
て
い
で
な
か
つ
た
不
遇
の
欝
物
で
勘
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
實
か

ら
し
て
も
、
更
に
ホ
，
ブ
ス
の
肚
會
斬
醜
の
全
分
野
が
T
一
般
か
ら
深
く
研
究
さ
れ
る
や
う
に
な
つ
た
の
は
か
潅
◎
後
年
の
こ
と
で
あ
ら

う
o
之
に
就
い
て
、
ホ
ッ
ブ
ス
の
理
論
髄
系
の
基
構
を
な
し
て
ゐ
る
分
子
論
的
肚
會
構
慧
醗
、
或
は
臨
然
法
論
も
融
會
契
約
説
等
が
、

維新開

化
恩
想
の
第
一
頁
に
誠
に
遮
は
し
く
持
唯
さ
れ
た
夫
の
ル
ソ
唇
、
ス
ペ
ン
サ
ー
、
プ
ル
ン
チ
轟
サ
ヨ
の
思
慈
を
費
料
に
し
て
、

明
治
十
五
六
年
の
頃
に
は
最
早
多
く
の
解
論
と
我
國
の
當
時
の
肚
會
情
勢
の
立
場
か
ら
す
る
解
輝
，
批
制
が
或
程
度
こ
袈
ろ
み
ら
れ
《

ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
も
其
理
由
の
一
つ
と
し
て
畢
げ
ら
れ
る
か
愚
知
れ
な
い
。

　
倦
，
私
見
に
よ
つ
て
観
れ
ぱ
、
國
廉
霊
構
の
不
可
分
性
と
至
上
性
を
ホ
7
ブ
ス
が
「
リ
プ
ィ
ア
サ
ン
し
，
鵜
於
て
特
艦
震
主
國
を
引
劒

　
　
　
　
　
『
主
謹
“
論
』
に
競
ψ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
昌
竜
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噂
主
権
胸
』
に
蕊
馳
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
八

し
て
張
論
し
た
の
は
、
形
式
的
法
魂
に
興
批
醐
を
欝
曹
し
め
る
よ
砂
は
、
政
濡
の
饗
際
的
効
鰯
の
簸
大
な
る
も
の
ぱ
如
何
に
し
駕
露
さ

る
べ
き
か
と
肋
ふ
命
題
に
鋤
す
る
竺
流
の
功
利
諭
的
な
政
策
観
に
立
つ
解
答
と
し
て
潟
黛
の
が
璽
欝
の
や
う
に
思
は
れ
る
。
國
家

楼
、
灘
食
の
雫
和
を
創
邉
し
、
之
を
傑
搏
す
る
が
た
め
に
般
定
さ
れ
る
。
若
し
も
，
瞬
謙
砂
大
横
篭
て
、
個
人
或
は
團
盟
の
臨
取
せ

る
権
力
の
留
保
あ
る
が
た
め
に
分
割
凄
れ
、
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
因
つ
て
溺
性
と
な
る
激
ら
ぱ
、
効
築
的
に
共
最
高
の
目
的
を
完
行
し

能
は
な
い
と
い
．
ふ
の
が
毎
ホ
，
プ
ス
の
主
纏
駒
に
見
ら
れ
る
根
本
的
に
準
備
さ
れ
海
彼
の
蹴
簡
で
諮
つ
兜
の
で
あ
る
。
實
紀
癖
勢
プ
ス

に
從
へ
ぱ
、
主
権
は
共
有
す
ぺ
か
ら
ウ
、
鱈
叢
と
大
権
と
は
分
離
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
つ
た
ゆ
「
命
夫
れ
貨
幣
鋳
逡
の
棲
、
幼
稚
な
る

相
績
人
の
財
産
、
人
盟
を
塵
麗
す
る
の
機
、
公
市
場
に
於
て
衆
康
に
先
ち
て
買
牧
す
る
の
機
、
興
弛
成
交
律
に
儀
て
定
め
た
る
震
権
簿

は
主
櫨
者
之
を
取
て
勉
人
に
移
韓
ず
る
も
獄
鷹
典
臣
篤
を
保
護
す
る
の
権
は
之
を
裳
纒
す
為
を
縛
べ
し
然
れ
ど
も
主
穣
者
に
し
宅
手
に

國
昆
写
を
晩
す
る
時
は
已
に
法
律
を
實
葡
し
得
べ
き
の
擁
力
を
闘
く
を
以
て
司
法
獺
㌣
鎌
搬
す
る
も
亦
飼
の
釜
あ
ら
ん
而
し
て
貨
幣
を

寡
集
す
る
の
穣
を
穰
與
す
る
時
は
國
箆
箪
を
左
右
す
る
も
亦
何
の
用
を
か
爲
さ
ん
藩
し
夫
れ
毅
瀧
を
就
御
す
る
の
権
を
棄
擁
す
る
時
ぱ

人
屠
錫
め
に
鮭
魂
の
飾
を
失
ひ
畏
催
の
心
を
生
じ
途
に
反
逆
の
悪
桑
に
鴎
る
に
華
る
ぺ
し
煙
に
由
て
之
蓼
親
れ
ぱ
跳
等
の
擁
力
を
移
轄

す
る
と
き
は
縦
ひ
其
鹸
の
構
力
を
潔
搬
す
る
と
も
凡
て
國
家
を
経
醤
す
る
所
以
の
目
的
即
ち
治
拳
と
慮
理
と
を
維
持
す
る
が
爲
に
竃
も

釜
す
る
所
な
き
に
冤
る
を
知
る
ぺ
し
果
し
て
既
等
の
櫃
力
に
し
て
分
離
せ
ん
か
是
れ
所
鵬
剛
内
巳
に
分
離
せ
ぽ
翼
、
患
國
は
自
立
す
る
能

は
ざ
る
も
の
な
砂
何
と
な
れ
ぱ
先
づ
此
分
離
あ
る
に
非
れ
ぱ
國
中
に
反
封
の
公
敵
を
趨
す
の
理
訪
る
可
か
ら
ウ
し
て
此
分
麟
櫨
則
ち
会

敵
封
立
の
原
因
を
成
せ
ぱ
な
り
』
（
、
識
幟
翰
』
＋
四
ー
孟
頁
、
原
考
第
＋
八
章
．
補
六
七
ー
八
買
、
閏
留
鴨
群
嶺
。
叫
臨
。
輪
蝉
矯
。
ぴ
響
・
劉
冨

裟傷竈葺『

一
釜
e
と
o
箆
に
、
『
斯
く
の
如
く
此
大
椴
は
得
て
分
離
す
べ
か
ら
寧
し
て
噸
繍
槻
A
暑
す
る
も
の
な
る
を
以
て
す
れ
ぱ

彼
君
主
は
人
民
各
個
に
比
す
れ
ぱ
賓
に
廣
且
つ
大
な
る
権
を
有
す
る
張
大
者
な
り
と
鷺
も
之
を
蕊
蝿
網
総
合
し
た
る
も
の
に
比
す
れ
ぱ
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僅
微
の
権
を
有
す
る
小
弱
者
た
る
に
樋
ぜ
ナ
と
曾
へ
る
の
読
ぱ
取
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
興
故
何
ぞ
や
藩
し
其
堺
謂
総
合
と
は
八
民
を
合

し
て
一
人
と
禰
し
た
る
に
非
ナ
と
ぜ
ぱ
煙
れ
紬
合
と
各
人
と
は
濫
じ
て
岡
意
を
徴
す
る
も
の
乏
解
蘭
ざ
る
ぺ
か
ら
ナ
無
稽
も
亦
姦
し
と

言
ふ
べ
し
若
し
其
所
請
紬
合
と
は
人
民
の
集
合
し
て
一
髄
を
な
し
た
る
の
謂
に
し
て
即
ち
叢
欄
瀞
が
代
衰
す
る
所
の
も
の
な
塑
と
せ
ぱ

こ
の
縛
合
せ
る
者
の
構
力
は
主
横
滑
の
槽
力
と
岡
一
物
な
り
復
た
鍵
ぞ
相
較
す
る
と
と
を
せ
ん
乃
ち
審
無
稽
た
る
を
菟
れ
ず
揮
々
既
鯵

の
ロ
箕
ば
人
民
集
會
が
主
構
を
有
ナ
る
の
場
合
に
於
て
は
人
皆
其
不
理
謬
妄
な
る
を
知
悉
せ
る
こ
と
な
る
に
君
主
の
之
を
有
す
る
場
禽

に
於
で
は
財
ぢ
之
を
発
知
す
る
能
は
ざ
る
は
異
し
む
ぺ
詮
に
非
ウ
や
』
（
．
主
濯
鰍
』
＋
六
ー
七
璽
、
眼
馨
・
ニ
ハ
九
買
）
と
o

　
斯
る
ホ
9
ブ
ス
の
抱
い
た
根
本
の
激
圓
が
、
『
主
構
論
』
翻
認
の
鴬
事
者
に
充
分
幡
く
み
と
ぢ
馳
、
叉
そ
れ
麟
披
等
の
最
大
の
規
ひ
斯

で
あ
り
た
と
い
ふ
事
は
、
．
艦
頭
の
門
主
穂
論
鋳
嘗
』
に
於
て
も
可
く
裏
書
さ
れ
て
ゐ
る
⑫

　
鍔
智
に
日
く
、
『
天
得
一
以
清
。
勉
得
一
以
寧
o
王
侯
得
一
以
霧
天
下
貞
。
若
簸
炎
幽
之
可
貴
砲
、
徳
不
一
。
不
足
以
成
巳
o
志
不
幽
o

不
足
以
致
功
。
禮
唯
一
〇
敵
人
褐
所
由
o
漁
唯
マ
故
人
得
所
安
o
未
有
敵
幽
多
門
而
圏
治
膏
伽
o
憂
亦
可
以
知
璽
簸
之
宜
一
而
不
堂

分
実
乎
●
i
』
と
o

　
斯
く
て
、
「
主
擁
諭
し
の
公
刊
は
．
恰
か
も
英
國
の
十
七
糎
紀
に
於
て
ホ
，
プ
ス
の
絡
蜀
鷹
欄
朧
淋
實
に
薬
圃
憲
敷
の
嚢
展
に
豊
つ
｛

重
大
な
る
意
義
を
有
せ
る
民
主
々
義
思
想
と
玉
制
復
古
派
の
理
念
と
の
闘
争
鋼
緯
驚
霊
的
で
艦
激
恥
。
勿
諭
貴
震
主
義
で
も
な
裕
急
或

は
又
其
事
か
と
冒
つ
て
噸
一
に
君
滋
敵
浩
を
論
理
的
結
論
と
も
ル
な
恥
請
は
欝
統
檎
形
態
の
間
題
を
其
れ
と
激
く
鏡
巧
上
手
に
虫
構
繕

封
の
主
題
に
韓
嫁
な
す
に
依
て
常
時
の
諸
々
相
孚
ふ
所
醗
を
少
准
く
と
も
彼
ホ
汐
プ
ス
の
根
率
の
圓
諭
見
で
は
中
蔵
的
に
蔓
協
壁
し
め

や
う
と
し
た
の
と
同
じ
や
う
な
時
代
的
便
値
を
廻
渡
期
の
我
が
憲
法
思
懇
に
操
植
し
、
鴛
虫
國
に
於
為
主
櫨
の
燐
窪
と
其
本
癒
聾
と
の

必
然
關
係
に
就
い
て
嘗
時
の
民
横
汲
と
王
構
派
の
稠
争
ふ
爾
主
張
を
「
天
下
の
治
弔
と
敵
禽
の
寮
寧
』
に
就
㎞
て
功
利
的
原
理
の
土
か

　
　
　
　
　
匂
主
権
働
し
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
叢
兎



‘囎6）

　
　
　
　
　
『
主
纏
麟
』
に
蕊
“
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
囲
O

ら
解
決
を
輿
へ
、
般
等
を
充
分
に
納
鱒
せ
し
め
た
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ
る
。

　
以
上
述
べ
た
る
や
う
に
『
主
構
諭
』
は
明
漕
十
麟
五
年
に
婚
ま
つ
距
主
穫
論
畢
が
繍
局
す
ぺ
轡
方
陶
を
事
後
的
に
、
又
「
國
會
開
設

の
後
、
粛
甲
國
の
主
権
は
那
邊
に
存
す
る
か
編
セ
事
前
些
融
會
一
綬
に
表
明
せ
る
も
の
と
し
て
高
く
翻
｝
慣
さ
る
べ
豊
輔
警
で
あ
る
。

　
之
を
野
す
る
に
、
「
主
権
論
し
公
刈
の
澱
漉
と
貝
的
ぱ
、
興
根
本
に
於
で
ホ
ッ
プ
ス
肉
ら
の
膿
餓
の
も
つ
特
殊
盤
が
國
家
を
異
駕
し
て
、

又
時
代
を
離
れ
七
適
當
に
照
慮
せ
る
富
貴
の
上
に
存
す
る
。
磁
し
な
雌
ら
、
「
主
権
諭
』
に
内
襟
す
る
思
懇
の
嚢
展
、
影
響
の
邊
程
か
ら

観
れ
ぱ
、
凡
て
の
外
來
諸
思
想
が
そ
う
で
あ
る
や
弓
に
，
そ
れ
は
翠
純
な
る
照
懸
噂
は
な
悟
、
そ
こ
鵬
は
恩
想
の
國
際
牲
に
困
る
以
外

に
、
不
断
に
外
來
思
想
を
組
國
の
文
化
鷹
岡
化
ぜ
ん
と
す
る
入
聞
の
童
識
的
な
努
力
が
見
ら
鵜
乃
ゆ
黄
際
、
我
園
封
建
機
割
の
崩
壌
す

る
に
つ
れ
で
、
こ
の
國
に
移
植
さ
れ
た
厭
米
賭
思
想
は
其
後
漸
弐
に
し
て
立
憲
組
織
の
實
薦
毒
》
ふ
こ
と
が
．
公
議
輿
論
』
の
中
心
間

題
と
な
る
に
暫
つ
て
、
前
蓮
の
如
く
瞬
本
の
歴
史
、
丸
化
に
立
脚
し
て
そ
れ
を
含
理
的
に
融
化
し
統
禰
せ
ん
と
す
る
緯
至
つ
驚
の
で
あ

る
・
そ
れ
は
銘
£
横
論
』
の
格
鱗
を
得
馨
魏
勢
一
碗
覧
て
も
充
分
騒
攣
嚢
と
響
竃
。

　
絢
最
後
に
『
主
権
論
」
以
後
今
日
壕
饗
我
圃
に
嚢
表
さ
れ
た
ホ
，
ブ
ス
に
關
す
る
大
凡
の
交
献
愈
蛮
蕗
の
た
め
に
墨
げ
て
見
や
ラ
。

　
（
一
）
金
子
鷹
之
助
。
ホ
ゆ
ブ
ス
鴨
リ
ヴ
ィ
ア
ク
ン
』
の
歴
史
的
意
義
（
就
會
哲
鷹
兜
概
究
、
三
ー
観
五
頁
）
昭
勲
吸
年
。

　
（
二
）
恒
藤
恭
・
自
然
絵
態
と
法
篠
駿
態
ー
ホ
，
ブ
ス
の
自
然
法
學
に
關
す
る
醐
聴
察
（
洗
累
鍮
叢
桝
ニ
ノ
六
、
ニ
ニ
ノ
三
）

　
（
三
）
高
橋
誠
讐
耶
書
ト
；
マ
ス
●
ホ
，
プ
ス
の
麗
貨
論
排
斥
と
ウ
ヰ
リ
ア
ム
9
ペ
チ
イ
の
勢
働
償
檎
一
畿
（
璽
商
主
鶴
纒
濟
鍵
読
概
究

　
　
　
二
穴
三
i
八
頁
・
、
財
産
を
以
て
政
滑
的
櫃
力
に
依
り
て
存
在
す
る
も
の
と
傲
せ
る
ト
箪
聯
ス
命
ぷ
ッ
プ
ス
（
同
書
矯
八
七
七
喜
八
二

　
　
　
頁
）
、
ホ
，
プ
ス
の
哲
學
的
原
理
と
其
の
緯
濟
的
原
理
と
の
關
係
（
同
書
一
〇
Q
Q
ー
繭
七
翼
）
昭
翻
七
年
。

　
（
四
）
市
村
光
恵
・
ホ
，
ブ
ス
と
ル
ソ
ー
（
法
學
論
叢
ニ
ノ
五
）



（
五
）
堀
潮
・
英
國
政
治
思
想
史
上
に
於
る
ホ
．
ブ
ス
及
腿
，
ク
の
地
位
（
商
墨
論
叢
、
嗣
ノ
三
、
ニ
ノ
ニ
、
三
）

（
δ
堀
部
靖
解
吉
曳
泉
多
歪
ジ
・
ン
轟
－
（
長
崎
高
商
厨
究
轄
彙
職
彗
隅
）

（
七
）
清
水
幾
太
郎
・
ホ
，
プ
ス
に
於
る
國
家
（
肚
會
と
個
人
、
第
五
章
。
第
二
箇
）
，
ホ
，
プ
ス
及
ス
ピ
ノ
ー
サ
に
於
る
個
人
と
薩
會

　
　
（
第
三
節
）

（
八
）
秋
永
肇
・
ホ
ッ
プ
ス
の
自
然
法
論
（
自
然
法
恩
想
に
於
る
二
の
性
格
、
第
三
灘
脅
北
帝
大
政
照
科
年
報
第
二
輯
〉
ホ
，
ブ
ス
に

　
　
於
る
國
家
概
念
（
第
四
章
）
ホ
ッ
プ
ス
の
主
構
読
の
現
實
肚
會
的
規
定
（
第
五
章
）
昭
獅
＋
年
。

（
九
）
拙
稿
・
ト
マ
ス
。
ホ
ッ
ブ
ス
の
融
會
契
約
貌
ー
リ
プ
ィ
ア
サ
ン
の
功
利
論
的
性
絡
（
滋
翻
研
究
第
十
四
魅
第
四
號
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
l
ー
昭
和
十
一
年
五
月
九
日
稿
i
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つ
主
櫨
論
も
　
に
就
炉
℃

凶
鰯
一


